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第
1
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
２
月
28
日

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
追
加
３
回
目
接
種
に
つ
い

て
　
８
ヵ
月
を
基
本
と
し
て
い
た

接
種
間
隔
を
６
ヵ
月
前
倒
し
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
対

象
者
は
、
町
民
が
約
１
千
７
百

40
人
、
住
所
地
外
接
種
者
が
約

２
百
60
人
で
合
計
２
千
人
程
を

見
込
ん
で
い
る
。

㉄
３
回
目
接
種
が
遅
い
の
は
何

か
理
由
が
あ
っ
た
の
か
。

答
接
種
間
隔
が
８
ヵ
月
か
ら
６

ヵ
月
に
変
更
に
な
り
、
少
し
で

も
対
象
者
を
広
げ
た
い
と
の
考

え
か
ら
調
整
に
時
間
を
要
し
た
。

▽
町
内
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
訪
問
看
護
事
業
開
始
に

つ
い
て

　
令
和
４
年
度
か
ら
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制

を
整
え
る
こ
と
と
し
た
。

　
現
在
、
各
事
業
所
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
訪

問
系
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
訪
問
看
護
事
業
は
、
病
気
や

障
が
い
を
持
っ
た
方
が
住
み
慣

れ
た
地
域
や
家
庭
で
、
そ
の
人

ら
し
い
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

内
容
は
身
体
の
清
潔
や
食
事
の

介
助
、
病
気
等
の
確
認
、
医
師

の
指
示
に
よ
る
医
療
処
置
、
そ

の
ほ
か
在
宅
酸
素
や
人
工
呼
吸

な
ど
の
管
理
、
床
ず
れ
防
止
の

工
夫
や
指
導
。
ま
た
、
人
工
肛

門
な
ど
の
後
処
置
や
、
糖
尿
病

に
よ
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
自
己
注

射
な
ど
に
も
対
応
を
す
る
。

　
現
在
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
方
は
56
名
い
る
が
、

そ
の
う
ち
訪
問
看
護
の
利
用
推

進
者
は
12
名
ほ
ど
。

　
人
材
や
経
費
、
実
施
ま
で
の

期
間
な
ど
の
面
か
ら
、
既
に
天

塩
町
に
あ
る
北
海
道
総
合
在
宅

ケ
ア
事
業
団
天
塩
サ
ブ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
、
看
護
師
を
派
遣

し
て
も
ら
う
方
向
で
調
整
し
て

い
る
。

▽
令
和
４
年
度
農
業
経
営
に
関

す
る
支
援
事
業
に
つ
い
て

①
幌
延
町
農
業
経
営
継
承
奨
励

事
業
に
つ
い
て

　
本
町
で
農
業
を
営
む
家
族
労

働
を
基
幹
と
す
る
経
営
体
の
後

継
者
で
、
49
歳
以
下
ま
た
は
第

三
者
継
承
予
定
者
に
対
し
百
万

円
の
奨
励
金
を
交
付
す
る
。
農

業
経
営
改
善
計
画
等
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
、
家
族
経
営
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
、
経
営
継
承

後
５
年
間
は
農
業
経
営
を
営
む

こ
と
の
３
つ
を
要
件
と
す
る
。

②
幌
延
町
生
乳
生
産
拡
大
事
業

に
つ
い
て

　
初
妊
牛
の
導
入
に
対
し
１
頭

当
た
り
20
万
円
を
上
限
に
10
頭

ま
で
補
助
し
て
き
た
が
、
さ
ら

に
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、
低

能
力
牛
の
更
新
に
対
し
て
も
新

た
に
支
援
す
る
こ
と
と
す
る
。

今
後
は
、
既
存
の
増
頭
枠
で
10

頭
、
生
産
性
の
向
上
枠
で
10
頭

の
最
大
20
頭
ま
で
補
助
可
能
と

な
る
。

▽
下
水
道
管
路
改
修
工
事
に
係

る
詳
細
設
計
業
務
に
つ
い
て

　
町
道
駅
前
仲
通
線
は
、
開
削

工
法
に
よ
り
新
た
に
下
水
道
管

を
敷
設
す
る
。
町
道
３
条
仲
通

線
は
、
推
進
工
法
で
新
た
に
下

水
道
管
を
敷
設
し
、
ま
た
新
た

に
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を
設
け

て
、
圧
送
す
る
内
容
と
す
る
。

今
後
、
道
路
改
良
計
画
と
併
せ

て
進
め
る
必
要
性
が
あ
り
、
課

題
な
ど
を
整
理
す
る
期
間
も
必

要
な
こ
と
か
ら
、
詳
細
設
計
は

当
初
予
算
で
は
な
く
、
６
月
補

正
予
算
に
て
計
上
予
定
。

▽
除
雪
車
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
、
本
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
が
、
夏
場
作
業
に
も

利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
改
修

を
進
め
、
職
員
の
事
務
軽
減
を

図
っ
て
い
く
。

▽
地
域
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
形
成
事

業
に
つ
い
て

　
集
落
地
域
に
お
け
る
機
能
維

持
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
問

寒
別
地
区
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
た
、
地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
拠
点
を
設
け
る

こ
と
に
よ
る
集
落
の
存
続
を
図

る
た
め
の
事
業
。

　
昔
は
皆
が
余
裕
が
あ
り
、
向

こ
う
３
軒
両
隣
機
能
で
果
た
し

て
い
た
地
域
の
支
え
合
い
を
組

織
と
し
て
果
た
し
て
い
く
べ
き

と
の
観
点
か
ら
、
地
域
集
落
の

機
能
を
提
供
す
る
拠
点
「
集
落

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
創
設
。
現

在
は
実
証
実
験
と
し
て
、
地
域

交
通
、
日
常
生
活
支
援
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。

▽
オ
ト
ン
ル
イ
風
力
発
電
更
新

事
業
に
つ
い
て

　
風
力
発
電
を
新
た
に
設
置
す

る
場
所
は
現
在
と
同
じ
浜
里
地

区
で
、
発
電
規
模
も
現
行
と
同

様
の
２
万
１
千
㎾
と
な
る
が
、

発
電
機
は
現
行
の
28
基
か
ら
５

基
へ
と
変
わ
る
。
蓄
電
池
は

40

MW
級
で
、
総
工
費
は
約
百
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

㉄
幌
延
町
の
出
資
割
合
に
変
更

は
な
い
の
か
。

答
新
た
な
出
資
者
の
参
画
に
つ

い
て
検
討
中
だ
が
、
幌
延
町
の

持
分
３
％
は
変
更
せ
ず
、
97
％

の
株
式
を
保
有
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
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